
会 26+

摩
文
仁
か
有
志
捜
索
ヘ

島
田
元
知
事
の
遺
骨
ど
こ
？

1年)7月 12日 木 曜 日

知
事
や
県
職
員
ら
を
祭
る
慰

霊
碑

「島
守
の
塔
」
を
管
理
す

る
財
団
法
人

「島
守
の
会
」
の

有
志
ら
が
、
沖
縄
戦
当
時
に
沖

縄
県
知
事
を
務
め
た
兵
庫
県
出

身

の
島

田
叡

氏

の
遺
骨
捜
索

を
年
内
に
も
始
め
る
考
え
だ
。

糸
満
市
摩
文
仁
で
亡
く
な

っ
た

と
さ
れ
る
島
田
氏
の
遺
骨
は
、

い
ま
だ
に
確
認
さ
れ

て
お
ら

戦
時
中
、
島
田
叡
元
知
事
ら
が
使

用
し
た
県
庁
ｏ
警
察
部
壕
を
兵
庫

県
議
会
自
民
党
議
員
団
が
視
察
し

た
＝
Ｈ
日
、
那
覇
市
真
地

ず
、
有
志
の

一
人
で
約
２０
年
近

く
島
田
氏
の
足
取
り
を
調
べ
て

き

た
知

念

堅

亀

さ

ん
（
７８
）
は

「島
田
さ
ん
の
終
焉
の
地
を
確

か
め
、
真
実
を
知
り
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

元
沖
縄
県
副
知
事
の
嘉
数
昇

明
さ
ん
（
７０
）
も
有
志
メ
ン
バ
ー

の

一
人
。
嘉
数
さ
ん
ら
に
よ
る

と
、
島
田
氏
が
摩
文
仁
で
亡
く

な

っ
た
と
い
う
情
報
は
、
元
日

本
兵
の
証
言
や
テ
レ
ビ
局
の
取

材
メ
モ
な
ど
か
ら

「信
頼
性
が

あ
る
」
と
判
断
、
捜
索
に
乗
り

出
す
契
機
に
な

つ
た
。

今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
り
、
捜
索
に
携
わ
る
人
を
組

織
化
す
る
こ
と
を
模
索
す
る
と

い
う
。

Ｈ
日
に
は
、
沖
縄
と
兵
庫
が

友
好
関
係
を
結
ん
だ
４０
周
年
を

記
念
し
、
兵
庫
県
議
会
自
民
党

議
員
団
２‐
人
が
来
県
、
那
覇
市

真
地
の
県
庁

・
警
察
部
壕
を
視

察
し
た
。

で
に
全
船
が
領
海
を
出
た
が
、

午
後
９
時
現
在
（
２
隻
は
接
続

水
域
内
を
航
行
し
、
１
隻
は
接

続
水
域
を
出
て
い
る
。

第
Ｈ
管
区
海
上
保
安
本
部
の

無
線
に
よ
る
警
告
に
、
３
隻
は

無
線

で

「
中
国

の
海
域

で
正

当
蜜
公
務
澄
執
一マ
し
て
い
る
。

【読
谷

・
嘉
手
納
】
１２
日
午
前
９
時

時
に
か
け
て
、
米
軍
の
第
３
２
０
特
殊

嘉
手
納
弾
薬
庫
内
で
弾
薬
処
理
作
業
副

腱
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｉ
Ｉ
目
日
日

尖
閣
に
中
国
公
船

３
隻
侵
入

Ｈ
管
が
警
告

中
国
の
漁
業
監
視
船
３
隻
が

Ｈ
日
未
明

か
ら
午
前

に
か
け

て
、
尖
閣
諸
島
久
場
島
の
北
と

西
北
西
と
も
に
約
２２
計
の
海
域

と
、
沖
ノ
北
岩
の
北
北
西
約
２２

ど
の
海
域
で
日
本
の
領
海
内
に

侵
入
し
た
。
午
前
８
時
こ
ろ
ま


